
第２回 “夢ブック”読書感想文コンクール入賞作品 

（感想文は、原文のまま掲載しています） 

 

【『夢』いっぱい賞（最優秀賞）】 

   大野小学校  中山 新之輔（なかやま しんのすけ）さん 

うみの１００かいだてのいえ 

なかやま しんのすけ 

 このほんをはじめてよんだのは、ほいくえんのときです。「１００かいってすごい。」

っておもいました。そんなビルみたことありません。しかも、うみのなかです。うみ

のいきものたちがいろんなへやでくらしているようすがおもしろかったので、よくお

ぼえていました。だから、このほんをえらびました。 

１ねんになってからよんでみて、ほんとうにさかなたちがすんでいたら、１００か

いだてのいえのへや１つだけでも、ほしいなぁとおもいました。そこにすんで、マグ

ロをたくさんたべたいです。いろんなさかなをながめたいです。しろながすくじらや

じんべえざめがどんなふうにおよいでいるのかを、かんさつしてみたいです。 

 テンちゃんがいったへやのなかでかにがすんでいた８０かいのたからのへやのたか

らを、かにたちはなんのためにつかっているの？それもきになります。 

うみのなかの１００かいだては、ふしぎせいかつだなぁとおもいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【『夢』どきどき賞（優秀賞）】 

  亀川小学校  土田 真央（つちだ まお）さん 

うみの１００かいだてのいえをよんで 

          つちだ まお 

わたしが、このほんをえらんだのは、うみがきれいで、たのしそうだったからです。 

 うみの１００かいだてのいえのなかで、いちばんすきなかいは８９かいです。なぜ

かというといろがきれいでツリーもきれいだからです。 

 てんちゃんが、うみにおちて、うみのいえをどんどんおりていくとき、わたしもい

っしょに、およいでいるきもちでした。 

てんちゃんのくつや、ぼうしや、ねっくれすや、ブレスレットや、うわぎ、しゃつ、

かみのけなど、ちゃんとぜんぶあるか、しんぱいでした。 

 でも、てんちゃんがうみのいえで、きれいなものや、かみのけのかわりのものをも

らって、きれいになってかえってきてよかった。 

 とくに、８４かいでチョウチンアンコウにかえてもらったブレスレットがぴかぴか

ひかってきれいだから「いいな」とおもいました。 

 てんちゃんがもどってきたとき、「もし、わたしだったら、かえってきてくれて、す

ごくうれしくて、だきしめて、ずっとはなさない。」とおもいました。 

 なぜかというと、２さいのたんじょうびのひから、わたしにもだいじなだいじなた

いせつな、ねこのぬいぐるみがいるので、このおんなのこのきもちがよくわかったか

らです。 

うみの１００かいだてのいえは、どのかいもきれいで、こまかいえがいっぱいあっ

て、たのしそうで、こんなえをかいたひとは、「すごいなぁ」とおもいました。 

 

  下津小学校  森  智愛（もり ちあき）さん 

やさしいともだち 

       もり ちあき 

 わたしは、おみせやさんごっこがすきです。ふゆじたくのおみせには、どんなもの

がうっているかしりたくてこのほんをえらびました。 

 おみせやさんには、いろいろなものがうっていました。もりのみんなはじぶんのも

のをかうのに、クマさんはヤマネくんのチョッキ、ヤマネくんはクマさんのセーター

をかうために、もりへどんぐりをひろいにいきました。 

 わたしならじぶんのものをかうのにとおもいました。 

なかなかどんぐりがあつまらなかったとき、わたしならあきらめるか、ほかのやす

いものをかうとおもいます。クマさんたちは、えらいとおもいました。 

 やっとかったチョッキとセーターは、クマさんたちににあっていてかえてよかった

なとおもいました。 

わたしもさいごまであきらめないでがんばろうとおもいます。 

おとうとにもこのほんをよんであげようとおもいます。 



【『夢』きらきら賞（奨励賞）】   

  日方小学校  石本 杏南（いしもと あんな）さん 

ジンベエのなかまさがしのたび 

             いしもと あんな 

 わたしは、すいぞくかんでジンベエざめをみたことがあります。わたしは、ほんの

さいごでうみでたのしそうにおよいでいるジンベエがいちばんすきです。 

 ジンベエは、ほんとにさめなのかときいろはぎにいわれていやなきもちになったと

おもいます。ジンベエはちょっときいろはぎがきらいになったとおもいます。くじら

にあっていくらやってもしおふきができなくてかなしかったとおもいます。 

 ジンベエが、もとのうみへかえったらおさかなたちのみんながまってくれていまし

た。ジンベエは、うれしかっただろうな。わたしもともだちがいたらうれしいです。

ジンベエは、こわいかおよりもにこにこしているほうがいいとおもいます。ジンベエ

は、しおふきができなくてもいいとおもいます。わたしも、やさしいジンベエがすき

です。 

 

  大野小学校  柴山 実里（しばやま みさと）さん 

やさしいジンベエ 

            しばやま みさと 

 ジンベエは、ちいさなさかなをおそったりしない、やさしいサメです。でもつよい

サメになりたくてたびにでます。 

 わたしは、ともだちとけんかしてしまうこともあるけど、ジンベエはみんなとなか

よくていいなとおもいました。そして、たびにでることにしたジンベエは、ゆうきが

あるなとおもいました。 

 たびにでたジンベエは、サメにもくじらにもなかまにしてもらえなかったけど、カ

モメに、あなたはあなたのままでいいのよといわれました。 

 わたしも、やさしくて、みんなとなかよしのジンベエのままでいいとおもいました。

そんなジンベエがすごいとおもいます。 

 


